
情報掲示板

薩
摩
川
内
市
倫
理
法
人
会　

設
立
30
周
年
記
念
式
典　
　

倫
理
経
営
講
演
会

【
時
】＝
５
月
20
日（
月
）

18
時
30
分
～
20
時

＊
受
付
は
18
時
か
ら

＊�

講
演
会
終
了
後
、
祝
賀
会
も
あ
り

ま
す
。

【
所
】＝
ホ
テ
ル
オ
ー
ト
リ（
白
和
町
）

【
講
師
】＝
有
楽
製
菓
株
式
会
社　

代

表
取
締
役
会
長
お
よ
び
一
般
社
団
法

人
倫
理
研
究
所　

法
人
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー　

河か
わ
い
と
も
は
る

合
伴
治
氏

【
演
題
】＝｢

大
転
換
の
時
代
～
岐
路

に
立
つ
～｣

【
会
費
】＝
２
０
０
０
円

【
申
込
締
切
】＝
５
月
19
日（
日
）

【
申
込
方
法
】＝
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
一
般
社
団
法
人

倫
理
研
究
所　

薩
摩
川
内
市
倫
理
法

人
会（

27
）０
０
８
８

歴
史
資
料
館
工
作
教
室　
　

｢

時
計
作
り｣

【
時
】＝
６
月
９
日（
日
）10
時
～
12
時

【
所
】＝
川
内
歴
史
資
料
館　

研
修
室

【
内
容
】＝
文
字
盤
に
写
真
な
ど
を
貼

っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
時
計
作
り

【
対
象
】＝
ど
な
た
で
も
可

＊�

小
学
校
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
【
定
員
】 

＝
先
着
10
人

【
参
加
料
】＝
２
０
０
円（
材
料
代
を

含
む
）

【
申
込
期
間
】＝
５
月
24
日（
金
）～
６

月
７
日（
金
）

【
準
備
す
る
物
】＝
汚
れ
て
も
よ
い
服

装�
、
写
真（
12
㎝
以
内
）

＊
写
真
は
な
く
て
も
可

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
川
内
歴
史
資
料

館（
20
）２
３
４
４

男
女
共
同
参
画
基
礎
講
座　

受
講
生

　

男
女
共
同
参
画
の
基
礎
知
識
や
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参
画
の

理
解
を
広
め
る
た
め
の
ス
キ
ル
を
学

び
ま
す
。

【
時
】＝
６
月
１
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
の
各
土
曜
日（
全
４
回
）

13
時
15
分
～
16
時
45
分

【
所
】＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
鹿
児
島
市
山
下
町
14
‐
50
）

【
内
容
】＝
講
義
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

【
対
象
】＝
全
回
受
講
で
き
る
方

＊
受
講
無
料

【
託
児
】＝
生
後
６
カ
月
～
就
学
前

＊
事
前
申
込
が
必
要

【
申
込
締
切
】＝
５
月
25
日（
土
）

【
申
込
方
法
】＝
直
接
、
電
話
ま
た
は

住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

【
申
込
・
問
合
先
】＝

▼�

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
か
ご

し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　

０
９
９（
２
２
１
）６
６
０
３

　

０
９
９（
２
２
１
）６
６
４
０

　

p-harm
ony@

pref.
kagoshim

a.lg.jp

▼�

本
庁
ひ
と
み
ら
い
政
策
課
ひ
と
み

ら
い
政
策
Ｇ（
内
線
４
７
４
１
）

　

hitom
irai@

city.
satsum

asendai.lg.jp

 

特
設
人
権
相
談
所
開
設

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局
と

川
内
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
に
よ
る
、

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
６
月
３
日（
月
）10
時
～
15
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル
、
樋
脇
保

健
セ
ン
タ
ー
、
入
来
支
所
、
東
郷
支

所
、
祁
答
院
保
健
セ
ン
タ
ー
、
里
公

民
館
、
鹿
島
公
民
館

【
問
合
先
】＝

▼
鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　

（
22
）２
３
０
０

▼�

本
庁
市
民
課
企
画
総
務
Ｇ（
内
線

２
５
６
３
）

▼�

里
支
所
地
域
振
興
課（
内
線
３
２

１
）

▼�

鹿
島
支
所
地
域
振
興
課（
内
線
３

２
１
）

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転

　

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
次
の
と

お
り
移
転
し
ま
し
た
。

【
移
転
先
】＝
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
２

階（
天
辰
町
２
２
１
１
‐
１
）

【
問
合
先
】＝
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
41
）３
２
５
２

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

　

５
月
11
日（
土
）か
ら
20
日（
月
）ま

で
、｢

横
断
は　

し
っ
か
り
よ
く
見

て　

た
し
か
め
て｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
交
通
事

故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
。

【
運
動
の
重
点
】

▼�

子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行

の
確
保
と
高
齢
運
転
者
の
交
通
事

故
防
止

▼
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

�｢

か
ご
し
ま
県
民
の
た
め
の
自
転

車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
に
関
す

る
条
例｣

の
さ
ら
な
る
理
解
促
進

▼�

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

用
の
徹
底

▼
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
問
合
先
】＝
本
庁
防
災
安
全
課
危
機

管
理
Ｇ（
内
線
４
９
３
２
）

河
川
愛
護
月
間
が　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

 　

５
月
21
日（
火
）か
ら
６
月
20
日

（
木
）ま
で
の
期
間
は｢

河
川
愛
護
月

間｣

で
す
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
河
川

愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、

河
川
を
大
切
に
し
、
き
れ
い
に
す
る

機
運
を
高
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
同
時
に
、
自
主
的
な
河
川
愛

護
作
業
の
実
施
な
ど
、
河
川
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、

良
好
な
河
川
環
境
の
保
全
・
創
出
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
建
設
維
持
課
建
設

管
理
Ｇ（
内
線
３
３
２
３
）お
よ
び
各

支
所
地
域
振
興
課

お
知
ら
せ

情報掲示板

し
尿
収
集
料
金
が
変
わ
り
ま

す
　

６
月
１
日
か
ら
、
し
尿
収
集
料
金

が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

＊�

詳
し
く
は
、
次
の
し
尿
収
集
運
搬

許
可
業
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
㈲
庵
地
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

（
22
）２
９
８
３

▼
山
ノ
内
衛
生
㈲

　

（
22
）４
７
７
６

▼�

㈲
あ
さ
く
ま
浄
化
槽
メ
ン
テ
ナ
ン

ス

　

（
59
）３
０
９
３

▼
㈲
松
崎
商
事

　

（
53
）０
５
１
１

▼
石
原
衛
生
セ
ン
タ
ー

　

（
３
）２
５
１
７

▼
㈱
浜
口
設
備

　

（
２
）０
６
９
２

▼
太
伸
建
設
㈱

　

（
７
）０
９
４
７

【
問
合
先
】＝
本
庁
環
境
課
廃
棄
物
対

策
Ｇ（
内
線
２
７
３
１
）

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に　

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

｢

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト｣

は
、
工

場
や
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素

酸
化
物
な
ど
が
、
紫
外
線
に
よ
り
変

化
し
た
も
の
で
、
次
の
条
件
で
高
濃

度
と
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

①
日
差
し
が
強
い

②
気
温
が
高
い

③
風
が
弱
い

　

通
常
、
市
内
で
は
、
環
境
基
準
の

０
・
06
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
で
あ
る
た
め
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大
気

中
の
濃
度
が
０
・
12
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
と

な
り
、
気
象
条
件
な
ど
で
汚
染
状
態

が
継
続
す
る
場
合
に｢

光
化
学
オ
キ

シ
ダ
ン
ト
注
意
報｣

が
鹿
児
島
県
か

ら
発
令
さ
れ
ま
す
。
特
に
、
今
か
ら

の
時
季
は
濃
度
が
高
く
な
り
、
注
意

報
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
と
き
は
、

防
災
行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

な
ど
の
情
報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
報
が
発
令
さ
れ
た
ら

▼�

屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
控
え
て

く
だ
さ
い
。

▼�

自
動
車
な
ど
の
使
用
や
外
出
は
控

え
て
く
だ
さ
い
。

▼�

目
が
チ
カ
チ
カ
し
た
り
、
喉
に
刺

激
を
感
じ
た
り
す
る
と
き
は
、
水

道
水
な
ど
で
洗
眼
や
う
が
い
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
症
状
が
改
善

し
な
い
、
症
状
が
重
い
と
感
じ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
医
療
機
関
の

診
断
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

＊�

特
に
子
ど
も
や
体
調
の
悪
い
人
な

ど
に
影
響
が
出
や
す
い
よ
う
で
す
。

被
害
を
受
け
た
ら

▼�

当
該
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
園
な

ど
の
施
設
の
管
理
者
、
本
庁
環
境

課
、
市
民
健
康
課
、
各
支
所
地
域

振
興
課
ま
た
は
川
薩
保
健
所
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
環
境
課
生
活
環
境

Ｇ（
内
線
２
７
４
１
）

就
学
定
住
支
援
補
助

　

本
市
内
の
大
学
な
ど
に
進
学
さ
れ

た
方
に
入
学
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

【
補
助
対
象
者
】＝

①�

川
内
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

ま
た
は
川
内
看
護
専
門
学
校
に
入

学
さ
れ
た
方（
本
年
４
月
以
降
）

②�

入
学
時
点
に
お
い
て
、
３
年
以
上

市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

【
補
助
金
額
】＝
入
学
金
の
半
額

＊�

鹿
児
島
純
心
女
子
大
学
の
入
学
者

に
は
、
従
来
の
就
学
支
援
補
助
が

あ
り
ま
す
。（
平
成
31
年
度
ま
で
）

＊�

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

【
申
請
・
問
合
先
】＝
定
住
支
援
セ
ン

タ
ー（
本
庁
企
画
政
策
課
内
）

０
１
２
０（
４
２
０
）２
０
０

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　

県
内
で
は
農
業
機
械
に
よ
る
農
作

業
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
農
繁
期
の
４
月
か
ら
６
月
ま
で
を

｢

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動｣

の
実

施
期
間
と
定
め
、
農
作
業
事
故
の
未

然
防
止
と
安
全
対
策
の
周
知
徹
底
を

図
っ
て
い
ま
す
。

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】＝
そ
の｢

い
つ
も｣

は

本
当
に
大
丈
夫
？
～
周
囲
の
声
か
け

か
ら
始
め
よ
う
！
農
作
業
安
全
～

【
問
合
先
】＝

▼�

本
庁
農
政
課
営
農
指
導
Ｇ（
内
線

４
４
６
１
）

▼
北
薩
地
域
振
興
局
農
政
普
及
課

　

（
25
）５
５
３
０

寄
附
・
寄
贈　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
な
ど
に
対
し
、
寄
附
・
寄
贈
を

頂
き
ま
し
た
個
人
・
団
体
に
対
し
、

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

紙
面
へ
の
掲
載
を
も
っ
て
、
紹
介
に

代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

・ 

市
若
者
就
労
者
奨
学
金
返
還
支
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
資
金
寄
附

　

�

医
療
法
人
社
団
創
志
会
東
京
中
央

美
容
外
科　
　

理
事
長　

青あ
お
き
つ
よ
し

木
剛
志

・ 

遊
休
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
資
金
寄
附

　

住
友
商
事
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

社
長
執
行
役
員

Ｃ
Ｅ
Ｏ　

兵
ひ
ょ
う
ど
う
ま
さ
ゆ
き

頭
誠
之

▼
入
来
中
学
校
へ
資
金
寄
附

　

昭
和
40
年
度
入
来
中
学
校
卒
業

　

同
窓
生
古
希
祝

▼ 

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
基
金
へ

の
寄
附

　

九
州
お
ひ
さ
ま
発
電
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

永な
が
や
ま
あ
り
の
り

山
在
紀

▼
副
田
小
学
校
へ
資
金
寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西に
し
ま
た俣
敦あ
つ
し士

▼
平
佐
西
小
学
校
へ
資
金
寄
附

　

一
般
財
団
法
人
寺
山
維
持
会

▼
市
内
小
・
中
学
校
へ
図
書
寄
贈

　

田
中
石
油
ガ
ス
株
式
会
社

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

田た
な
か中　

実
み
の
る

▼
市
政
発
展
へ
の
資
金
寄
附

新し
ん
や
む
つ
お

屋
睦
夫
・
京き
ょ
う
こ子

（
敬
称
略
）

＊�

平
成
30
年
12
月
～
平
成
31
年
３
月

寄
附
・
寄
贈
分

相
　
談

区　域 料　　　金
旧（５/31 まで） 新（６/ １から）

川　内　地　域 180ℓまで 1,400 円
180ℓ超は 18ℓごとに
140 円加算

180ℓまで 1,710 円
180ℓ超は 18ℓごとに 171 円加算樋　脇　地　域

東　郷　地　域

入　来　地　域
祁答院　地　域

100ℓまで 780 円
100ℓ超は 20ℓごとに
156 円加算

100ℓまで 950 円
100ℓ超は 20ℓごとに 190 円加算

甑　島　地　域
100ℓまで 950 円
100ℓ超は 10ℓごとに
95円加算

100ℓまで 1,200 円
100ℓ超は100ℓ（10の位を四捨五入）
ごとに 1,200 円加算
＊料金に消費税は含まれていません。
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